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感
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ミハラ発信会議⑧

　市のシティプロモーション推進事業の一環で、三原高校
２年生13人が「三原をPRする映像」を制作しました（詳しく
は12ページ）。制作に協力した三原テレビ放送の清水昌宏
さんに話を聞きました。
●若者目線のまちの魅力を映像に
　動画制作を前に、生徒と三原の魅力について改めて意見
を出し合いました。その中で「まちの人との距離感が近い」
「放課後が意外と充実している」など高校生ならではの視点
の三原の魅力があると気づかされました。今回はそんな三
原の良さを映像で表現してみました。

●新しい魅力発信の形
　今回の企画は私たち三原テレビ放送だけではなく、市内のデザイナー、映像制作
会社にも協力してもらいました。高校生と放送局、そして市内の企業がコラボする
ことで、今までとは少し違った三原市のPRに繋がるのではないかと楽しみにしてい
ます。
問広報戦略課（☎0848・67・6007）

「三原テレビが高校生の『三原をＰＲする映像』の制作に協力」

▲    三原テレビ放送
　 清水昌宏さん

三原市×三原テレビ×ＦＭみはら連携
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会
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【相談窓口の一覧】
時  祝日を除く毎週月～金曜日８時30分～17時15分
●みんなの人権110番（☎0570・003・110） 
●女性の人権ホットライン（☎0570･070･810）
●子どもの人権110番（　 0120･007･110）
●外国人人権相談ダイヤル
　Telephone Counseling in ten 
　foreign langnages
　（☎0570･090･911）
※10言語に対応。
時  29日を除く
　毎週月～金曜日
　９時～17時

▲  インターネット
でも相談できます


